
2024 年１２月１７日作成 

（20  年  月  日更新） 

 

「山梨県の透析患者における肝炎ウイルス感染症に関する実態調査」 

研究実施のお知らせ 

 

1. 研究の対象となる方 

山梨県の透析施設における透析施行中の患者さん 

 

2. 研究期間 

研究機関の長の許可日 ～ 2030年 3月 31 日 

 

3. 情報の利用及び提供を開始する予定日 

2024 年 12月 25日 

 

4. 研究の目的 

透析患者さんでは、C 型肝炎ウイルス(HCV)や B 型肝炎ウイルス(HBV)などの肝炎ウイルスの感染

率が高く、また感染者では寿命も短くなる可能性があることが指摘されています。一方、近年大きく進

歩した肝炎ウイルス治療薬により、透析患者さんでも抗ウイルス治療が安全に行えるようになり、寿命

の改善も期待されています。しかしながら肝臓専門医が不在なことも多い透析施設では、肝炎ウイルス

治療が円滑に進んでいない場合があり、全国的な問題となっています。 

本研究では、山梨県内の透析患者さんを対象として、透析施設ごとの肝炎ウイルス検査陽性者数や、

抗ウイルス治療、治療後のフォローアップ数などを調べ、肝炎ウイルスに対する適切な医療が透析患者

さんにおいてなされているのか、明らかにしていきます。 

 

5. 研究の方法 

肝炎ウイルスを中心とした感染症検査の陽性者数と陰性者数、陽性者における抗ウイルス治療や

その後のフォローの数について、施設ごとにアンケートを行います。アンケートには患者さんの

個々の情報は含まれず、数の集計のみになります。肝炎ウイルスに対する施設としての取り組みに

ついても調査を行います。各施設の担当者が集計して回答し、結果を共同研究機関・三井クリニッ

ク(責任者・内田隆央)に送ります。集計の結果は山梨大学と三井クリニックを中心とした共同研究

機関で解析し、学会・論文などで発表します。アンケートは一年に一回程度行います。 

 

6. 研究に用いる試料・情報の項目 

情報： 

①  各施設における肝炎ウイルスを主体とした感染症検査数と陽性者・陰性者数、検査頻度、

抗ウイルス治療などの診療の有無、治療後のフォローアップの有無、生存状況などについて

集計した数字。 

②  各施設における肝炎への取り組み状況 



試料：該当なし  

 

7. 外部への試料・情報の提供 

共同研究機関は、アンケートにより収集した透析患者さんからの情報は各施設の担当者が氏名

等の特定の個人を識別することができる記述を削除し、結果を数字として集計します。施設にお

ける感染対策の内容を問う質問に対する回答と合わせてパスワード等によるセキュリティ対策

を講じた電子ファイルとして、共同研究機関の三井クリニック・透析室長内田隆央へ提供します。 

 

8. 研究組織 

【研究代表者】 

  所属：山梨大学医学部 内科学講座消化器内科学教室/肝疾患センター   

  職名：特任教授  氏名：前川 伸哉 

 

【研究事務局】 

  山梨大学医学部 内科学講座消化器内科学教室/肝疾患センター   

  職名：特任教授  氏名：前川 伸哉 

  〒409-3898 山梨県中央市下河東 1110 

  Tel 055-273-9584 

 

【共同研究機関】 

所属：三井クリニック      研究責任者：内田 隆央    研究機関の長：三井 克也 

所属：山梨県立中央病院  研究責任者：温井 郁夫    研究機関の長：小嶋 裕一郎 

所属：韮崎市立病院     研究責任者：井上 泰輔    研究機関の長：井上 泰輔 

所属：下落合クリニック     研究責任者：菊地 勘    研究機関の長：菊地 勘 

 

【既存試料・情報の提供のみ行う機関】 

  機関名:すずきネフロクリニック                        機関の長：野村 照久 

機関名:甲府共立病院                     機関の長：小西 利幸 

機関名:甲府城南病院                     機関の長：深澤 功 

機関名:原口内科･腎クリニック                     機関の長：原口 和貴 

機関名:甲府昭和 腎クリニック                     機関の長：井上 浩伸 

機関名:東甲府病院                     機関の長：水上 学 

機関名:三枝病院                     機関の長：三枝 芳樹 

機関名:山梨県立中央病院                     機関の長：小嶋 裕一郎 

機関名:アルプス腎クリニック                     機関の長：松下 和通 

機関名:山梨厚生病院                     機関の長：山寺 陽一 

機関名:笛吹中央病院                     機関の長：瀧山 嘉久 

機関名:武井医院                     機関の長：武井 茂樹 

機関名:加納岩総合病院                     機関の長：中澤 良太 

機関名:石和共立病院                     機関の長：太田 昭生 

機関名:櫻林腎･内科クリニック                     機関の長：櫻林 耐 



機関名:白根徳洲会病院                     機関の長：石川 真 

機関名:恵信韮崎相互病院                     機関の長：毛利 成昭 

機関名:塩川病院                     機関の長：三枝 修 

機関名:甲陽病院                     機関の長：飯塚 秀彦 

機関名:巨摩共立病院                     機関の長：深沢 眞吾 

機関名:市川三郷病院                     機関の長：久保寺 智 

機関名:峡南病院                     機関の長：小川 伸一郎 

機関名:飯富病院                     機関の長：芦澤 敏 

機関名:身延山病院                     機関の長：丸山 敦 

機関名:富士吉田市立病院                     機関の長：松田 政徳 

機関名:大月市立中央病院                     機関の長：山口 達也 

機関名:都留市立病院                     機関の長：太田 正法 

機関名:上野原市立病院                     機関の長：長坂 光泰 

機関名:ふじよしだ勝和クリニック                     機関の長：高山 豊 

機関名:ふじさん腎臓内科クリニック                     機関の長：津金澤 浩彦 

機関名:山梨赤十字病院                     機関の長：伊藤 誠司 

 

9. 試料・情報の管理について責任を有する者 

山梨大学 

 

10. 個人情報の取扱いについて 

研究者等は、研究対象者の個人情報保護について、適用される法令、条例を遵守します。また、研究

対象者の個人情報およびプライバシー保護に最大限の努力を払い、本研究を行う上で知り得た個人情報

を漏らすことはありません。 

 

11. 利益相反について 

外部との経済的な利益関係等によって、公的研究で必要とされる公正かつ適正な判断が損なわれる、

又は損なわれるのではないかと第三者から懸念が表明されかねない事態を「利益相反」と言います。 

本研究で行うアンケート調査自体には特別な費用は発生せず、資金提供を受けることはありません。こ

の研究に関して開示すべき利益相反関係はありません。 

 

12. お問い合わせ等について 

本研究に関してご質問等がありましたら、下記の連絡先までお問い合わせください。ご希望により、

他の研究対象者の個人情報および知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書や関連資料を閲覧

することが出来ますのでお申し出ください。 

また、上に示したようにアンケートには患者さんの個々の情報は含まれず、数の集計のみになります

が、本研究に情報が用いられることについてご了承いただけない場合は研究対象としませんので、下記

の連絡先までお申し出ください。その場合でも不利益が生じることはありません。 

 

 

 



＜照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先＞ 

研究代表者 

  所属：山梨大学医学部 内科学講座消化器内科学教室/肝疾患センター   

  職名：特任教授  氏名：前川 伸哉 

 〒409-3898 

 山梨県中央市下河東 1110 

 山梨大学医学部 内科学講座消化器内科学教室/肝疾患センター 

  メールアドレス maekawa@yamanashi.ac.jp 

 Tel：055-273-9584 


